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１
．
緒　

言

白
鳳
と
は　

白
鳳
は
、
お
も
に
美
術
史
・
建
築
史
・
考
古
学
な
ど
の
分
野

で
用
い
ら
れ
て
き
た
時
代
呼
称
だ
が
、
内
藤
栄
は
仏
像
な
ど
の
様
式
に
変

化
が
生
じ
た
点
を
重
視
し
、
７
世
紀
後
半
か
ら
平
城
遷
都
に
い
た
る
ま
で

の
約
60
年
間
を
さ
す
用
語
と
規
定
し
た（
１
）。
さ
ら
に
内
藤
は
、
白
鳳
を
飛
鳥

時
代
あ
る
い
は
奈
良
時
代
と
も
違
う
個
性
を
具
備
し
、
固
有
の
文
化
と
し

て
み
な
し
う
る
「
多
様
性
に
満
ち
た
時
代
」
（
２
）

と
評
価
し
、
独
立
し
た
時
代

呼
称
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。

寺
院
造
営
技
術
か
ら
み
た
白
鳳

青
木
　
敬

し
か
し
、
飛
鳥
時
代
や
奈
良
時
代
と
い
っ
た
宮
都
所
在
地
を
時
代
呼
称

と
す
る
見
地
に
立
つ
と
、
視
座
が
異
な
る
白
鳳
と
い
う
名
称
は
、
こ
れ
ら

所
在
地
を
冠
し
た
時
代
呼
称
に
挟
ま
れ
、
視
点
の
異
な
る
用
法
と
な
っ
て

し
ま
う
き
ら
い
が
あ
る
。
律
令
国
家
へ
向
け
た
、
い
わ
ば
助
走
期
と
も
い

え
る
当
該
時
期
は
、
政
治
史
的
観
点
に
立
脚
し
た
論
考
が
多
い
研
究
の
潮

流
も
手
伝
っ
て
、
白
鳳
の
語
は
以
前
ほ
ど
頻
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ

う
し
た
傾
向
は
、
考
古
学
で
も
同
様
で
あ
る
。

平
成
27
年
夏
、
奈
良
国
立
博
物
館
が
特
別
展
「
白
鳳
」
を
開
催
し
、
当

該
時
期
の
仏
像
を
は
じ
め
と
し
た
仏
教
美
術
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た

展
示
と
と
も
に
、
白
鳳
の
言
葉
が
躍
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
歴
史



國學院雜誌  第 117 巻第 12 号（2016年） — 18 —

関
係
の
諸
分
野
で
も
ふ
た
た
び
白
鳳
の
語
を
用
い
る
機
会
が
増
え
て
き
た

よ
う
に
感
じ
る
。
く
し
く
も
筆
者
は
、
平
成
26
・
27
年
度
に
国
宝
薬
師
寺

東
塔
保
存
修
理
事
業
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
担
当
者
を
拝
命
し
、
調
査
と

並
行
し
て
白
鳳
寺
院
や
奈
良
時
代
を
は
じ
め
と
し
た
古
代
寺
院
を
研
究
課

題
と
し
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
筆
者
を
と
り
ま
く
研
究
環
境

も
い
わ
ば
追
い
風
と
な
り
、
白
鳳
と
い
う
時
代
に
つ
い
て
仏
像
な
ど
美
術

史
的
な
観
点
の
み
な
ら
ず
、
考
古
学
的
な
視
座
か
ら
い
か
に
評
価
す
べ
き

か
、
今
一
度
検
討
す
べ
き
と
思
い
至
っ
た
の
が
本
稿
執
筆
の
契
機
で
あ

る
。

７
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
「
律
令
制
土
器
様
式
」　

筆
者
は
、
古
代
の
土

器
に
つ
い
て
も
以
前
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
古
代
の
土
器
を
象
徴

す
る
用
語
と
し
て
「
律
令
的
土
器
様
式
」
（
３
）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
氏

族
制
社
会
か
ら
官
僚
制
社
会
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
大
量
に
出
現

し
た
役
人
が
、
中
央
官
衙
で
あ
る
宮
殿
な
ど
へ
出
仕
し
、
そ
の
際
官
人
層

へ
配
給
す
る
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
給
食
用
の
食
器
セ
ッ
ト
を
さ
す
言

葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
食
器
の
中
核
的
な
器
種
（
器
形
の
種
類
）
は
、
金
属

器
を
模
倣
し
て
製
作
さ
れ
た
。

既
往
の
研
究
に
よ
る
と
、「
律
令
的
土
器
様
式
」
は
飛
鳥
Ⅲ
（
天
智
朝

頃
）
に
古
墳
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
形
態
の
杯
が
消
滅
し
、
高
台
が
な
く

平
底
の
須
恵
器
杯
Ａ
、
高
台
を
付
し
た
須
恵
器
杯
Ｂ
、
土
師
器
杯
Ａ
主
体

の
食
器
構
成
と
し
て
萌
芽
す
る
。
そ
の
後
、
飛
鳥
Ⅳ
（
天
武
朝
頃
）
で
土

師
器
・
須
恵
器
の
同
一
器
種
間
で
の
互
換
性
が
確
立
し
、
飛
鳥
Ⅴ
（
藤
原

宮
期
）
で
同
一
器
種
の
大
小
と
い
っ
た
細
別
が
充
実
し
、
そ
の
傾
向
は
平

城
遷
都
後
し
ば
ら
く
し
て
（
平
城
宮
土
器
Ⅱ
）
最
盛
期
を
む
か
え
る
。
飛

鳥
時
代
の
後
半
、
す
な
わ
ち
白
鳳
と
よ
ば
れ
る
時
代
は
、
こ
の
「
律
令
的

土
器
様
式
」
が
出
現
・
展
開
す
る
、
い
わ
ば
律
令
国
家
へ
の
胎
動
と
歩
み

を
同
じ
く
す
る
。
し
た
が
っ
て
白
鳳
と
い
う
時
代
は
、
土
器
か
ら
み
る
と

そ
の
大
き
な
様
相
の
転
換
に
呼
応
す
る
よ
う
に
も
映
る
こ
と
か
ら
、
白
鳳

と
い
う
語
は
、
考
古
学
的
観
点
か
ら
も
な
お
有
効
で
は
な
い
か
と
の
意
を

強
く
す
る
。

寺
院
造
営
の
爆
発
的
増
加　
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
14
年
（
685
）
３
月

の
詔
は
、「
諸
国
に
、
家
毎
に
、
仏
舎
を
作
り
て
、
乃
ち
仏
像
及
び
経
を

置
き
て
、
礼
拝
供
養
せ
よ
」
と
の
内
容
で
、
こ
こ
で
の
「
家
」
が
ど
こ
を

さ
す
の
か
諸
説
あ
る
が
、
筆
者
は
評
家
（
の
ち
の
郡
家
）
と
す
る
見
解
を

と
る
。
１
郡
で
数
カ
寺
存
在
す
る
例
や
、
神
郡
の
ご
と
く
寺
院
が
存
在
し

な
い
と
み
ら
れ
る
地
域
も
一
部
に
存
在
す
る
が（
４
）、

こ
の
詔
は
、
基
本
的
に

評
単
位
で
寺
院
を
造
営
し
、
仏
を
奉
れ
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
持
統
天
皇
５
年
（
691
）
年
２
月
に
も
詔
が
出
さ
れ
る
が
、
と
も

に
各
地
域
社
会
に
対
し
て
造
寺
を
奨
励
し
、
仏
教
の
興
隆
を
目
的
と
し
た

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
在
地
の
支
配
原
理
を
仏
教
に
も
と
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め
る
、
つ
ま
り
社
会
を
総
括
す
る
た
め
の
あ
ら
た
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し

て
仏
教
の
普
及
を
は
か
る
、
い
わ
ゆ
る
国
家
仏
教
を
企
図
し
た
こ
と
は
す

で
に
説
か
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る（
５
）。

さ
て
、
古
代
の
日
本
に
お
け
る
寺
院
数
は
、
推
古
天
皇
32
年
（
624
）
の

46
カ
寺
に
対
し
、
上
述
の
天
武
天
皇
が
主
導
し
た
国
家
仏
教
政
策
の
推
進

も
あ
り
、
持
統
天
皇
６
年
（
692
）
に
な
る
と
、
545
カ
寺
を
数
え
た
。
70
年

で
約
12
倍
も
の
爆
発
的
増
加
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
寺
院
数
を
数
え
さ
せ
た

の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
持
統
天
皇
６
年
が
天
武
天
皇
七
回
忌
の
年
で

あ
り
、
天
武
天
皇
が
意
図
し
た
寺
院
造
営
事
業
の
進
捗
状
況
を
持
統
天
皇

が
調
べ
さ
せ
た
と
の
推
定
が
妥
当
だ
ろ
う（
６
）。

後
期
評
衙
の
成
立
と
寺
院　

７
世
紀
代
は
部
民
集
団
が
廃
止
さ
れ
、
氏
族

制
社
会
か
ら
官
僚
制
へ
と
変
貌
を
と
げ
る
、
い
わ
ば
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が

大
き
く
変
容
す
る
。
い
う
な
れ
ば
律
令
国
家
へ
と
飛
翔
す
る
助
走
段
階
と

も
形
容
で
き
る
が
、
そ
の
方
向
性
は
天
武
朝
で
決
定
的
と
な
っ
た
。
山
中

敏
史
は
、
天
武
朝
の
後
半
以
降
、
す
な
わ
ち
飛
鳥
浄
御
原
令
施
行
に
後
の

郡
制
と
様
態
を
同
じ
く
す
る
評
制
が
全
面
的
に
成
立
し
、
整
備
さ
れ
た
評

衙
を
郡
衙
の
成
立
過
程
に
お
け
る
最
大
の
画
期
と
す
る（
７
）。

こ
う
し
た
郡
衙

の
一
群
は
後
期
評
衙
と
も
よ
ば
れ
る
が
、
特
定
有
力
者
の
居
宅
か
ら
完
全

に
分
離
し
た
こ
と
を
主
た
る
特
徴
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
有
力
者
居
宅
と
そ
の
周
囲
に
点
在
す
る
各
種
施
設

が
１
カ
所
に
集
約
さ
れ
る
時
期
を
７
世
紀
前
半
と
し
、
集
約
さ
れ
た
施
設

群
の
総
体
を
官
衙
と
と
ら
え
た（
８
）。
こ
う
し
た
諸
施
設
を
集
約
化
す
る
潮
流

に
あ
っ
て
、
人
民
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
い
わ
ば
体
現
す
る
装
置
と
し

て
寺
院
を
設
置
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
、
評
家
（
郡
家
、
郡
衙
）
に
隣
接

さ
せ
て
造
営
し
た
。
こ
れ
が
郡
衙
周
辺
寺
院
（
郡
衙
付
属
寺
院
）
で
あ

り
、
各
種
機
能
を
集
約
し
た
公
的
施
設
の
一
群
に
こ
う
し
た
寺
院
を
ふ
く

む
場
合
、
郡
衙
周
辺
寺
院
が
「
公
寺
」
と
し
て
の
役
割
を
一
定
程
度
担
っ

て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
無
論
、
こ
れ
ら
郡
衙
周
辺
寺
院
に
「
氏
寺
（
私

寺
）」
と
し
て
の
意
味
合
い
を
無
視
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
お
そ
ら
く
郡

衙
周
辺
寺
院
は
、
本
来
的
に
公
寺
・
氏
寺
と
い
う
二
元
的
な
性
格
を
具
備

し
て
い
た
は
ず
だ
。

以
下
本
論
に
入
る
が
、
本
稿
で
は
考
古
学
的
観
点
か
ら
白
鳳
寺
院
を
考

察
す
る
。
検
討
す
る
対
象
は
、
日
本
列
島
で
当
該
時
期
（
７
世
紀
後
半
～

８
世
紀
初
頭
）
に
造
営
さ
れ
た
寺
院
の
う
ち
、
主
要
堂
塔
の
発
掘
調
査
と

そ
の
成
果
が
報
告
済
み
の
も
の
で
、
か
つ
基
壇
構
築
技
術
が
判
明
し
た
例

と
す
る
。
当
該
例
の
う
ち
、
基
壇
が
良
好
に
残
る
例
を
抽
出
し
、
そ
の
構

築
技
術
の
特
徴
か
ら
白
鳳
寺
院
の
造
営
技
術
を
分
類
し
、
各
技
術
が
出
現

し
た
契
機
を
把
握
し
た
上
で
、
白
鳳
寺
院
の
造
営
体
制
ま
で
論
及
す
る
。
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２
．
白
鳳
寺
院
に
お
け
る
基
壇
構
築
技
術

（
１
）
版
築
と
掘
込
地
業

本
稿
で
は
、
お
も
に
寺
院
造
営
技
術
か
ら
白
鳳
と
い
う
時
代
を
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
が
、
一
概
に
寺
院
造
営
技
術
と
い
え
ど
も
内
包
す

る
諸
技
術
は
膨
大
で
、
到
底
す
べ
て
は
網
羅
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
寺
院

造
営
技
術
の
う
ち
、
主
要
堂
塔
に
み
ら
れ
る
基
壇
構
築
技
術
を
と
り
あ

げ
、
技
術
的
な
特
徴
に
よ
っ
て
細
別
し
、
系
統
を
弁
別
す
る
。
ま
ず
は
、

当
該
技
術
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
２
つ
の
用
語
に
つ
い
て
説
明
す
る（
９
）。

版　

築　

版
築
と
は
、
壁
や
土
壁
、
城
壁
な
ど
に
広
範
に
用
い
ら
れ
る
中

国
発
祥
の
土
木
技
術
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
牆
（
し
ょ
う
、
土
や
石
で
つ

く
る
垣
根
の
こ
と
）
を
築
く
際
に
、
榦
楨
（
か
ん
て
い
）
と
よ
ぶ
木
の
棒

を
垂
直
方
向
に
立
て
、
２
本
で
対
と
な
る
榦
と
楨
の
両
側
に
板
を
差
し
込

み
、
こ
の
榦
楨
と
板
（
中
国
で
は
牆
板
、
日
本
で
は
堰
板
と
よ
ぶ
）
の
間

に
土
を
つ
め
て
上
か
ら
た
た
く
技
術
で
あ
る（

（（
（

。
は
じ
め
城
壁
構
築
技
術
と

し
て
用
い
ら
れ
、
次
第
に
建
築
の
土
台
（
基
壇
）
造
成
技
術
に
も
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
代
の
日
本
列
島
で
は
、
瓦
葺
建
物
と
い
え
ば
寺
院

で
あ
り
、
寺
院
主
要
堂
塔
を
造
営
す
る
際
の
基
壇
構
築
技
術
と
し
て
頻
用

さ
れ
、
や
が
て
古
墳
の
墳
丘
構
築
に
も
応
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
日
本
の
版

築
は
、
堰
板
が
存
在
し
な
い
例
が
大
半
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
突
棒
で
土
砂

を
突
き
固
め
て
硬
質
に
す
る
技
術
を
日
本
に
お
け
る
版
築
と
規
定
し
て
お

く
。

掘
込
地
業　

現
代
の
用
語
に
置
き
換
え
る
と
、
掘
込
地
業
は
古
代
の
地
盤

改
良
の
一
種
で
あ
る
。
地
面
を
掘
り
込
み
、
そ
こ
に
土
砂
を
埋
め
固
め
る

技
術
で
、
版
築
と
同
様
中
国
を
起
源
と
し
、
瓦
葺
の
礎
石
建
物
な
ど
、
大

変
な
荷
重
が
か
か
る
建
築
物
な
ど
の
不
同
沈
下
を
防
止
す
る
な
ど
の
理
由

で
多
用
さ
れ
た
。
基
壇
規
模
に
類
似
し
た
大
き
さ
に
掘
り
込
む
も
の
（
総

地
業
）、
柱
を
受
け
る
礎
石
の
下
部
だ
け
を
壷
掘
り
し
た
も
の
（
壺
地

業
）、
柱
通
り
を
布
掘
り
し
た
も
の
（
布
地
業
）
と
、
掘
削
す
る
位
置
お

よ
び
規
模
に
よ
っ
て
３
つ
に
分
類
で
き
る
。

（
２
）
版
築
技
術
の
諸
系
統

以
前
、
筆
者
は
日
本
に
お
け
る
版
築
が
、
Ａ
・
Ａ
Ｂ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
、
大

き
く
４
つ
の
技
術
系
統
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
論
証
し
た
が（

（（
（

、
本
稿
で
は

白
鳳
寺
院
に
お
け
る
主
要
堂
塔
の
発
掘
調
査
例
を
検
討
し
た
結
果
、
さ
ら

に
も
う
１
系
統
、
す
な
わ
ち
Ｂ́
工
法
を
認
め
る
に
い
た
っ
た
（
図
１
）。

こ
こ
で
は
、
こ
の
Ｂ́
を
ふ
く
め
、
以
下
に
各
技
術
の
特
徴
を
解
説
し
、
代

表
例
を
列
挙
す
る（

（（
（

。

Ａ
工
法　

大
ぶ
り
の
礫
と
土
と
を
交
互
に
積
み
重
ね
て
い
く
工
法
で
、
基

本
的
に
入
念
な
版
築
を
お
こ
な
わ
な
い
。
つ
ま
り
礫
を
敷
き
詰
め
る
こ
と
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で
、
そ
の
重
量
に
よ
っ
て
締
め
固
め
る
技
術
と
も
換
言
で
き
る
。
慶
州
の

四
天
王
寺
を
代
表
例
と
し
て
新
羅
寺
院
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
新
羅
寺

院
よ
り
以
前
に
類
似
し
た
技
術
を
用
い
た
例
と
し
て
、
中
国
北
朝
の
鄴
城

趙
彭
城
仏
寺
塔
（
６
世
紀
代
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
Ａ
工
法
は
、
中
国
北
朝
に
起
源
が
も
と
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
新
羅
、
さ

ら
に
は
日
本
列
島
へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
系
統
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
Ａ
工
法
の
例
と
し
て
は
、
美
作
国
分
寺
塔
（
岡
山
県
津
山

市
）
な
ど
が
あ
る
。

Ａ
Ｂ
工
法　

Ａ
工
法
と
Ｂ
工
法
と
の
融
合
で
、
礫
・
土
と
を
交
互
に
重
ね

て
版
築
す
る
技
術
を
い
う
。
一
見
す
る
と
Ａ
工
法
と
酷
似
す
る
が
、
全
体

的
に
緻
密
な
版
築
を
お
こ
な
う
一
群
と
区
別
し
、
Ａ
Ｂ
工
法
と
位
置
づ
け

た
。
古
く
は
石
田
茂
作
が
弥
勒
寺
の
例
に
注
目
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
点

で
は
ほ
か
に
類
例
が
な
く
、
在
地
性
の
強
い
工
法
と
の
認
識
だ
っ
た（

（（
（

。
そ

の
後
の
類
例
増
加
に
よ
り
、
筆
者
は
渡
来
し
た
技
術
と
評
価
を
改
め
た
。

日
本
で
の
代
表
例
と
し
て
、
和
田
廃
寺
塔
（
奈
良
県
橿
原
市
）、
大
分

廃
寺
塔
（
福
岡
県
飯
塚
市
）、
弥
勒
寺
金
堂
（
岐
阜
県
関
市
）、
寺
本
廃
寺

塔
・
中
門
な
ど
（
山
梨
県
笛
吹
市
）、
上
野
国
分
寺
塔
（
群
馬
県
前
橋

市
・
高
崎
市
）、
相
模
国
分
寺
塔
、
信
濃
国
分
寺
金
堂
（
長
野
県
上
田

市
）、
美
濃
国
分
寺
塔
（
岐
阜
県
大
垣
市
）、
但
馬
国
分
寺
塔
（
兵
庫
県
豊

岡
市
）、
西
大
寺
東
塔
（
奈
良
県
奈
良
市
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
諸
国

図１　版築技術の諸分類



國學院雜誌  第 117 巻第 12 号（2016年） — 22 —

の
国
分
寺
に
特
徴
的
な
版
築
技
術
だ
が（

（（
（

、
国
分
寺
以
前
よ
り
類
例
が
み
と

め
ら
れ
、
和
田
廃
寺
の
年
代
な
ど
を
勘
考
す
る
と
、
７
世
紀
後
半
に
Ａ
工

法
と
し
て
新
羅
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
す
で
に
定
着
し
て
い
た
Ｂ
工
法
と
組

み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
工
法　

当
該
工
法
は
、
一
定
の
厚
さ
に
達
す
る
と
土
を
性
状
の
異
な
る

も
の
に
変
え
て
版
築
す
る
。
掘
込
地
業
と
基
壇
、
あ
る
い
は
基
壇
の
上
下

な
ど
で
使
用
す
る
土
砂
の
性
状
が
変
わ
る
。
百
済
寺
院
に
顕
著
な
工
法
で

あ
り
、
扶
余
の
軍
守
里
廃
寺
や
王
興
寺
、
益
山
の
帝
釋
寺
な
ど
の
主
要
堂

塔
で
採
用
さ
れ
る
。
百
済
寺
院
に
採
用
さ
れ
る
以
前
の
例
は
、
中
国
華
南

の
寺
院
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
南
朝
か
ら

百
済
、
そ
し
て
日
本
へ
と
い
う
技
術
系
統
が
復
元
で
き
る
。
さ
て
、
王
興

寺
は
577
年
に
建
立
さ
れ
、
飛
鳥
寺
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
６
世

紀
末
、
飛
鳥
寺
造
営
を
契
機
に
百
済
か
ら
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
、
以
後
飛

鳥
や
周
辺
地
域
の
寺
院
造
営
に
欠
か
せ
な
い
技
術
と
し
て
定
着
し
、
次
第

に
広
域
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。

Ｂ
工
法
を
用
い
た
代
表
的
な
例
と
し
て
、
飛
鳥
寺
塔
、
奥
山
廃
寺
塔

（
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
）、
山
田
寺
金
堂
・
塔
（
奈
良
県
桜
井
市
）、

川
原
寺
塔
（
明
日
香
村
）、
衣
川
廃
寺
金
堂
・
塔
（
滋
賀
県
大
津
市
）、
藤

原
宮
大
極
殿
南
門
（
奈
良
県
橿
原
市
）、
薬
師
寺
東
・
西
塔
、
興
福
寺
南

大
門
、
大
安
寺
東
・
西
塔
（
奈
良
県
奈
良
市
）、
弥
勒
寺
講
堂
（
大
分
県

宇
佐
市
）、
正
家
廃
寺
金
堂
・
塔
（
岐
阜
県
恵
那
市
）、
山
王
廃
寺
金
堂
・

塔
（
群
馬
県
前
橋
市
）
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

Ｂ́
工
法　

当
該
工
法
は
、
異
な
る
質
の
土
を
交
互
に
重
ね
て
版
築
す
る
工

法
だ
が
、
Ｂ
工
法
の
よ
う
に
一
定
の
厚
さ
で
土
砂
の
性
状
が
一
変
す
る
の

で
は
な
く
、
異
な
る
性
状
の
土
ど
う
し
を
組
み
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
パ

タ
ー
ン
と
し
、
基
壇
下
底
か
ら
上
面
ま
で
同
一
の
組
み
合
わ
せ
で
版
築
す

る
。
い
う
な
れ
ば
Ｂ
工
法
の
簡
略
化
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
状
で

は
Ｂ
工
法
か
ら
の
派
生
技
術
と
し
て
理
解
し
て
い
る
た
め
、
類
例
は
日
本

に
集
中
す
る
。

代
表
的
な
例
と
し
て
、（
文
武
朝
）
大
官
大
寺
金
堂
・
塔
（
奈
良
県
橿

原
市
）、
台
渡
里
廃
寺
（
茨
城
県
水
戸
市
）、
天
花
寺
廃
寺
（
三
重
県
嬉
野

町
）、
北
野
廃
寺
（
京
都
市
北
区
）、
猪
名
寺
廃
寺
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）、

高
麗
寺
（
京
都
府
木
津
川
市
）、
野
中
寺
（
大
阪
府
藤
井
寺
市
）、
西
条
廃

寺
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）、
大
原
廃
寺
（
鳥
取
県
倉
吉
市
）、
服
部
廃
寺

（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）
な
ど
を
あ
げ
て
お
く
。

Ｃ
工
法　

当
該
工
法
は
、
基
壇
下
底
か
ら
上
面
ま
で
同
様
の
性
状
の
土
を

一
貫
し
て
用
い
て
版
築
す
る
技
術
を
さ
す
。
黄
土
を
主
体
的
に
用
い
る
中

国
華
北
の
版
築
の
多
く
が
こ
の
工
法
に
よ
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
隋
・
唐

で
多
用
さ
れ
て
い
た
技
術
と
し
て
７
世
紀
初
頭
～
前
半
頃
、
日
本
へ
導
入

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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日
本
に
お
け
る
代
表
例
と
し
て
、
法
隆
寺
若
草
伽
藍
塔
（
奈
良
県
斑
鳩

町
）、
吉
備
池
廃
寺
（
百
済
大
寺
）
金
堂
・
塔
（
桜
井
市
）
な
ど
が
あ
る

が
、
類
例
は
少
な
く
、
広
域
に
展
開
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
よ
う

だ
。（

３
）
列
島
各
地
に
お
け
る
版
築
技
術
の
展
開

各
工
法
の
出
現
・
展
開
時
期　

こ
れ
ま
で
概
観
し
て
き
た
諸
系
統
の
う

ち
、
中
国
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
将
来
さ
れ
た
各
種
技
術
は
、
図
２

の
よ
う
な
経
路
で
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
列
島
へ
の
導
入
時

期
、
な
ら
び
に
各
工
法
が
展
開
し
た
時
期
は
、
以
下
の
ご
と
く
整
理
で
き

る
。６

世
紀
末	

百
済
か
ら
Ｂ
工
法
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

７
世
紀
初
頭
～
前
半	

隋
あ
る
い
は
唐
か
ら
Ｃ
工
法
が
も
た
ら
さ
れ

る
。

７
世
紀
後
半	

Ｂ́
工
法
が
出
現
し
、
各
地
の
寺
院
に
採
用
。

	

ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
新
羅
か
ら
Ａ
工
法

が
も
た
ら
さ
れ
、
Ａ
Ｂ
工
法
が
出
現
、
各
地

の
寺
院
に
採
用
さ
れ
る
。

８
世
紀
中
頃	

Ａ
Ｂ
工
法
が
諸
国
国
分
寺
な
ど
広
域
で
採
用

さ
れ
る
。

ま
た
、
先
に
と
り
あ
げ
た
日
本
に
お
け
る
各
工
法
の
代
表
例
を
時
系
列

図２　古代東アジアにおける版築技術の諸系統
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表
１
　
各
種
版
築
技
術
の
類
例
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順
に
整
理
し
た
も
の
が
、
表
１
で
あ
る
。
こ
こ
で
掘
込
地
業
の
有
無
に
着

目
す
る
と
、
７
世
紀
後
半
～
末
以
降
、
掘
込
地
業
を
も
た
な
い
例
が
増
加

す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
Ｂ́
工
法
が
７
世
紀
後
半
以
降
に
出
現
す
る
が
、
Ｂ́

工
法
も
掘
込
地
業
を
も
た
な
い
例
が
多
い
。
加
え
て
Ｂ́
工
法
の
出
現
を
契

機
と
し
て
、
類
例
が
一
挙
に
増
加
す
る
こ
と
が
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
。
管

見
に
お
よ
ん
だ
類
例
は
東
西
日
本
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
広
域
に
分
布
す

る
点
も
明
記
し
て
お
く
。
で
は
上
述
し
た
版
築
の
諸
技
術
が
、
い
か
に
し

て
７
世
紀
後
半
以
降
の
寺
院
造
営
へ
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
展

開
に
つ
い
て
次
章
で
述
べ
た
い
。

３
．
造
営
技
術
か
ら
み
た
白
鳳
寺
院
の
展
開

（
１
）
新
規
技
術
の
展
開

Ｂ́
工
法
と
掘
込
地
業　

ま
ず
、
本
稿
で
新
規
に
抽
出
し
た
Ｂ́
工
法
に
つ
い

て
評
価
を
お
こ
な
う
。
当
該
工
法
は
、
先
述
し
た
と
お
り
Ｂ
工
法
の
簡
略

化
と
考
え
ら
れ
る
が
、
類
例
か
ら
は
既
述
の
よ
う
に
掘
込
地
業
を
有
す
る

例
が
少
な
い
。
Ｂ́
工
法
出
現
以
前
の
類
例
で
は
、
工
法
を
問
わ
ず
多
く
の

例
で
掘
込
地
業
が
と
も
な
う
が
、
そ
れ
が
突
如
と
し
て
減
少
す
る
。
掘
込

地
業
が
少
な
い
理
由
と
し
て
は
、
大
規
模
な
地
盤
改
良
を
お
こ
な
わ
ず
と

も
十
分
に
強
固
な
基
壇
を
構
築
で
き
る
土
壌
環
境
に
寺
院
堂
塔
を
造
営
し

た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
当
該
例
の
多
く
は
、
丘

陵
地
や
台
地
な
ど
に
立
地
し
、
水
田
な
ど
が
展
開
す
る
沖
積
地
の
可
耕
地

に
寺
院
を
造
営
し
な
か
っ
た
た
め
、
湿
地
帯
な
ど
を
整
地
し
て
造
営
し
た

場
合
が
多
い
飛
鳥
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
寺
院
は
、
地
形
的
立
地
環
境
が
各

地
の
寺
院
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
掘
込
地
業
の
格
式
と
い
っ
た
側
面
に
も
着
目
し
て
み
た
い
。

格
式
と
い
う
視
座
は
、
土
壌
環
境
が
同
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
地
業
と

壺
地
業
と
い
っ
た
地
業
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
藤
原
宮
の
宮
城
門
、
非
瓦

葺
き
で
屋
根
が
軽
量
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
地
業
を
有
す
る
平
安
宮
中
和
院

の
神
嘉
殿
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
筆
者
が
主
張
す
る（

（（
（

。
こ
の
所
説
を
是
と

し
た
場
合
、
Ｂ́
工
法
に
掘
込
地
業
が
少
な
い
理
由
は
、
先
の
地
形
的
立
地

環
境
以
外
に
も
、
こ
う
し
た
寺
院
の
格
式
な
ど
と
も
か
か
わ
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
各
地
に
造
営
さ
れ
た
寺
院
は
、
飛
鳥
な
ど
の

王
宮
周
辺
の
寺
院
よ
り
も
略
式
化
さ
れ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
、
寺
院
の

格
式
に
応
じ
た
工
法
が
適
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

い
く
つ
か
の
要
因
が
重
な
り
、
掘
込
地
業
を
設
け
な
く
と
も
堂
塔
を
造
営

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
従
来
よ
り
も
簡
便
化
さ
れ

た
造
営
技
術
が
、
寺
院
造
営
の
爆
発
的
増
加
を
支
え
た
と
み
な
し
う
る
。

い
う
な
れ
ば
Ｂ́
工
法
は
、
７
世
紀
後
半
に
お
け
る
爆
発
的
な
寺
院
造
営
増

加
に
と
も
な
う
公
算
が
高
い
。
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Ａ
Ｂ
工
法
の
出
現
と
展
開　

Ａ
Ｂ
工
法
も
、
そ
の
出
現
お
よ
び
展
開
が
Ｂ́

工
法
と
同
様
な
評
価
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
Ａ
Ｂ
工
法

は
、
出
現
時
期
が
Ｂ́
工
法
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
す
る
こ
と
、
と
も
に
７
世
紀

後
半
の
寺
院
の
爆
発
的
増
加
に
呼
応
す
る
よ
う
に
広
域
に
分
布
す
る
点
な

ど
が
共
通
す
る
た
め
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
工
法
の
代
表
例
と
し
て
先
に
掲
げ
た

寺
本
廃
寺
（
甲
斐
国
）、
弥
勒
寺
（
美
濃
国
）、
大
分
廃
寺
（
筑
前
国
）
の

分
布
か
ら
み
て
広
域
性
は
明
白
だ
。
な
お
か
つ
、
双
方
と
も
７
世
紀
後
半

か
ら
８
世
紀
初
頭
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
寺
院
と
し
て
、
寺
院
が
爆
発
的

に
増
加
す
る
時
期
と
も
符
合
す
る
。

さ
て
、
天
武
朝
の
外
交
政
策
で
、
と
く
に
重
視
し
た
相
手
が
新
羅
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（（
（

。
そ
の
結
果
、
遣
新

羅
使
な
ど
に
と
も
な
う
留
学
僧
が
重
用
さ
れ
る
な
ど
、
新
羅
仏
教
が
日
本

へ
将
来
さ
れ
、
本
薬
師
寺
を
代
表
と
す
る
双
塔
式
伽
藍
配
置（

（（
（

や
瓦
な
ど
、

新
羅
の
仏
教
文
化
は
日
本
列
島
で
確
実
に
そ
の
影
響
を
強
め
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
動
向
と
Ａ
Ｂ
工
法
の
出
現
と
は
無
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新

羅
寺
院
の
伽
藍
配
置
な
ど
と
と
も
に
寺
院
造
営
技
術
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

日
本
へ
将
来
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

多
様
な
技
術
系
統
の
存
在　

以
上
、
外
来
の
技
術
を
導
入
し
た
Ａ
Ｂ
工

法
、
日
本
に
定
着
し
て
い
た
従
来
の
工
法
を
簡
略
化
し
た
Ｂ́
工
法
、
系
統

が
大
き
く
異
な
る
２
つ
の
土
木
技
術
が
、
７
世
紀
後
半
以
降
の
寺
院
造
営

に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
表
１
を
み
て

も
あ
き
ら
か
な
と
お
り
、
中
核
的
な
技
術
と
し
て
す
で
に
確
立
し
て
い
た

Ｂ
工
法
な
ど
、
既
存
の
技
術
と
も
併
存
す
る
状
況
か
ら
、
７
世
紀
後
半
以

降
の
日
本
で
は
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
版
築
技
術
が
倍
加
し
、
多
様
化
を
と

げ
た
。
し
た
が
っ
て
寺
院
造
営
の
検
討
か
ら
、
多
様
な
技
術
系
統
が
並
立

す
る
こ
と
が
考
古
学
的
に
裏
づ
け
ら
れ
た
。

（
２
）
従
来
の
技
術
の
動
向

本
格
的
寺
院
と
Ｂ
工
法　

で
は
、
Ｂ
工
法
を
代
表
と
す
る
既
存
の
技
術

は
、
白
鳳
寺
院
に
お
い
て
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

山
王
廃
寺
で
は
、
中
門
の
両
脇
か
ら
講
堂
の
両
脇
を
囲
繞
す
る
回
廊
が

備
わ
る（

（（
（

。
山
王
廃
寺
は
、
中
門
か
ら
内
部
を
望
見
し
て
金
堂
が
向
か
っ
て

左
、
塔
が
右
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
法
起
寺
式
伽
藍
配
置
を
採
用
し
、
非
常

に
整
然
と
し
た
伽
藍
配
置
を
と
り
、
一
見
し
て
飛
鳥
や
そ
の
周
辺
地
域
に

認
め
ら
れ
る
寺
院
と
遜
色
な
く
、
主
要
堂
塔
な
ら
び
に
囲
繞
施
設
を
完
備

す
る
。
こ
こ
で
山
王
廃
寺
に
お
け
る
基
壇
構
築
技
術
を
再
度
概
観
す
る

と
、
主
要
堂
塔
は
い
ず
れ
も
Ｂ
工
法
を
採
用
し
、
金
堂
・
塔
と
も
掘
込
地

業
が
そ
な
わ
る
。
飛
鳥
寺
や
山
田
寺
な
ど
、
飛
鳥
の
古
代
寺
院
造
営
で
用

い
ら
れ
た
技
術
そ
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
で
列
挙
し
た
Ｂ
工
法
を
と
る
例
の
う
ち
、
飛
鳥
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
例
を
の
ぞ
く
と
、
上
述
の
山
王
廃
寺
の
ほ
か
に
正
家
廃
寺
や
弥
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勒
寺
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
回
廊
ま
で
そ
な
え
た
本
格
的
な
伽

藍
で
あ
る
。
も
う
１
例
、
衣
川
廃
寺
に
つ
い
て
は
回
廊
が
存
在
し
な
い
よ

う
だ
が
、
そ
れ
で
も
夏
見
廃
寺
と
同
じ
く
、
塔
ま
で
そ
な
え
た
威
容
を
誇

る
寺
院
に
変
わ
り
は
な
い
。
い
う
な
れ
ば
Ｂ
工
法
の
例
は
、
い
わ
ゆ
る
七

堂
伽
藍
を
そ
な
え
た
本
格
的
寺
院
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
工

法
が
本
格
的
寺
院
専
用
の
造
営
技
術
と
も
換
言
で
き
る
。

こ
の
文
脈
に
沿
え
ば
、
先
述
し
た
大
分
廃
寺
や
寺
本
廃
寺
な
ど
を
み
る

か
ぎ
り
、
Ａ
Ｂ
工
法
の
例
も
Ｂ
工
法
と
同
様
、
本
格
的
な
伽
藍
を
有
す
る

寺
院
に
専
ら
使
用
さ
れ
た
可
能
性
は
捨
象
で
き
な
い
。
飛
鳥
の
寺
院
に
独

占
的
に
用
い
ら
れ
た
Ｂ
工
法
は
、
七
堂
伽
藍
の
ご
と
く
主
要
堂
塔
を
そ
な

え
た
仏
教
寺
院
、
す
な
わ
ち
本
格
的
寺
院
を
各
地
に
造
営
す
る
際
に
限
っ

て
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
Ａ
Ｂ
工
法
が
追
随
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
地
に

お
け
る
本
格
的
寺
院
の
造
営
と
王
権
と
は
密
接
に
か
か
わ
る
、
つ
ま
り
各

地
の
本
格
的
寺
院
の
造
営
は
、
王
権
が
一
定
程
度
関
与
し
、
拠
点
的
に
配

置
し
た
可
能
性
が
高
く
、
政
策
的
色
彩
が
強
い
行
為
と
み
な
し
う
る
。

（
３
）
造
営
技
術
か
ら
み
た
白
鳳
寺
院
の
展
開

Ｂ́
工
法
・
Ａ
Ｂ
工
法
の
出
現
と
展
開　

繰
り
返
す
が
、
白
鳳
す
な
わ
ち
７

世
紀
後
半
か
ら
平
城
遷
都
に
い
た
る
ま
で
の
半
世
紀
強
の
期
間
で
２
種
類

の
新
規
版
築
技
術
が
出
現
し
、
こ
れ
ら
新
規
技
術
の
出
現
が
、
列
島
各
地

で
爆
発
的
に
増
加
す
る
寺
院
造
営
と
呼
応
す
る
。
ま
た
、
列
島
各
地
の
寺

院
で
Ｂ́
工
法
を
採
用
す
る
例
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
Ｂ́
工
法
が
多

用
さ
れ
た
技
術
的
な
背
景
と
し
て
は
、
Ｂ
工
法
が
何
種
類
も
の
異
な
る
土

砂
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
い
っ
ぽ
う
、
Ｂ́
工
法
は
２
種
類
程
度
で
構
築

が
可
能
な
た
め
、
比
較
的
採
土
が
容
易
な
点
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
Ｂ́

工
法
は
、
そ
れ
ま
で
よ
り
簡
便
に
基
壇
が
構
築
で
き
る
技
術
と
し
て
、
加

速
度
的
に
数
を
増
や
す
寺
院
造
営
に
対
応
す
べ
く
編
み
出
さ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
結
果
と
し
て
、
採
土
が
容
易
と
い
う
利
点
が
、
大
規
模

な
土
木
工
事
を
と
も
な
う
大
官
大
寺
と
い
う
巨
大
な
国
家
寺
院
造
営
に
、

Ｂ́
工
法
が
格
式
を
も
超
越
し
て
使
用
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

先
述
の
と
お
り
、
Ａ
Ｂ
工
法
お
よ
び
Ｂ́
工
法
の
分
布
は
と
も
に
広
域
で

あ
る
。
広
域
で
共
通
し
た
土
木
技
術
に
よ
り
基
壇
が
構
築
さ
れ
た
こ
と

は
、
偶
然
に
も
各
地
で
同
時
多
発
的
に
出
現
し
た
技
術
と
解
す
る
よ
り

も
、
１
カ
所
で
編
み
出
さ
れ
た
技
術
が
各
地
へ
拡
散
し
て
い
っ
た
と
み
る

の
が
自
然
だ
。
そ
の
端
緒
は
、
や
は
り
宮
都
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
白
鳳
寺

院
の
展
開
は
、
中
央
か
ら
技
術
者
を
派
遣
し
た
こ
と
な
ど
、
造
営
さ
れ
た

地
域
と
王
権
と
の
関
係
な
く
し
て
説
明
で
き
な
い
。

Ｂ
工
法
と
造
営
技
術
者　

こ
う
し
た
現
象
は
、
Ａ
Ｂ
工
法
・
Ｂ́
工
法
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
一
例
と
し
て
山
王
廃
寺
（
放
光
寺
）
金
堂
・
塔
な
ど
は
、

Ｂ
工
法
を
採
用
し
、
か
つ
掘
込
地
業
を
そ
な
え
た
寺
院
と
し
て
、
飛
鳥
地

域
の
寺
院
と
技
術
的
特
徴
が
酷
似
す
る
と
先
述
し
た
。
つ
ま
り
山
王
廃
寺
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は
、
造
営
技
術
か
ら
伽
藍
配
置
に
い
た
る
寺
院
造
営
に
要
す
る
諸
情
報
の

大
半
が
、
王
権
所
在
地
た
る
飛
鳥
の
寺
院
造
営
技
術
そ
の
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
技
術
者
あ
る
い
は
僧
侶
が
都
か
ら
派
遣
さ
れ
て
山
王
廃

寺
の
造
営
を
指
揮
し
た
の
だ
ろ
う
。
繰
り
返
す
が
、
寺
院
造
営
の
拡
大
、

す
な
わ
ち
国
家
仏
教
政
策
の
推
進
に
際
し
、
王
権
が
主
導
的
役
割
を
担
っ

た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
当
該
時
期
に
お
け
る
寺
院
造
営
は
施
策
の

一
環
だ
っ
た
は
ず
だ
。

技
術
の
簡
略
化
と
分
布
の
拡
大　

こ
こ
で
話
題
を
転
じ
て
み
よ
う
。
環
状

瓶
と
い
う
特
殊
な
器
形
の
須
恵
器
が
あ
る
。
６
世
紀
代
に
は
広
島
県
付
近

に
し
か
分
布
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
７
世
紀
後
半
以
降
、
近
畿
地
方

や
東
海
地
方
、
北
陸
地
方
に
ま
で
急
速
に
分
布
域
を
広
げ
る
。
そ
れ
で

は
、
な
ぜ
突
如
と
し
て
分
布
が
拡
大
し
た
の
か
。

７
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
環
状
瓶
を
観
察
す
る
と
、
製
作
技
術
が
６

世
紀
代
の
も
の
と
大
き
く
異
な
る
と
い
う
特
徴
が
み
い
だ
せ
る
。
６
世
紀

代
の
環
状
瓶
は
、
１
枚
の
引
き
延
ば
し
た
粘
土
板
を
丸
め
て
円
筒
を
つ
く

り
、
そ
の
円
筒
の
両
端
ど
う
し
を
ド
ー
ナ
ツ
状
に
接
合
す
る
（
巻
き
込
み

手
法
、
図
３
左
）。
こ
の
方
法
で
整
美
な
環
状
瓶
を
製
作
す
る
に
は
、
高

度
な
技
術
を
要
す
る
。
い
っ
ぽ
う
、
７
世
紀
後
半
以
降
す
な
わ
ち
白
鳳
以

降
の
環
状
瓶
は
、
細
長
い
板
を
複
数
枚
作
成
し
、
こ
れ
ら
を
上
下
左
右
に

貼
り
あ
わ
せ
、
断
面
方
形
で
ド
ー
ナ
ツ
状
の
胴
部
と
な
る
よ
う
成
形
す
る

図３　須恵器環状瓶の製作技法２種
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（
組
み
合
わ
せ
手
法
、
図
３
右
）。
当
然
、
後
者
の
ほ
う
が
容
易
に
環
状
瓶

を
製
作
で
き
る（

（（
（

。

こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
須
恵
器
環
状
瓶
を
と
り
あ
げ
た
が
、
冒
頭
で
取

り
上
げ
た
律
令
的
土
器
様
式
の
成
立
の
み
な
ら
ず
、
簡
略
化
し
た
技
術
に

よ
っ
て
製
品
が
急
速
に
分
布
域
を
拡
大
す
る
と
い
う
事
象
を
考
古
学
的
見

地
か
ら
説
明
し
た
。
こ
の
点
は
、
白
鳳
寺
院
の
造
営
に
つ
い
て
も
同
様
の

文
脈
で
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ひ
ろ
く
製
作
あ
る
い
は
造
営
を
可
能
と

す
る
技
術
な
し
に
分
布
を
広
げ
る
、
す
な
わ
ち
高
い
汎
用
性
を
獲
得
す
る

こ
と
は
困
難
が
と
も
な
う
。
そ
こ
で
、
多
数
か
つ
広
範
に
寺
院
を
造
営
す

る
た
め
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
簡
略
化
し
た
基
壇
構
築
技
術
を
導
入

し
た
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
向
性
を
列
島
規
模
で
主

導
で
き
る
の
は
、
中
央
政
権
し
か
あ
る
ま
い
。

４
．
白
鳳
寺
院
の
堂
塔
と
伽
藍

以
上
、
白
鳳
寺
院
を
は
じ
め
と
し
た
寺
院
造
営
技
術
に
つ
い
て
、
基
壇

構
築
技
術
の
分
析
か
ら
具
体
相
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
つ
づ
い
て
、
寺
院

を
考
え
る
上
で
代
表
的
な
論
点
と
し
て
長
く
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
伽
藍
配

置
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
く
。

薬
師
寺
の
伽
藍
配
置　

平
成
の
解
体
修
理
に
と
も
な
い
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
薬
師
寺
東
塔
で
は
、
伽
藍
造
営
以
前
の
旧
地
形
を
確
認
し
た

が
、
東
塔
心
礎
付
近
が
東
塔
の
な
か
で
最
も
標
高
が
高
い
と
報
告
さ
れ
、

旧
地
形
を
最
大
限
に
活
用
し
た
塔
の
造
営
が
浮
び
あ
が
っ
て
き
た（

（（
（

。
平
城

京
右
京
六
条
二
坊
に
所
在
す
る
薬
師
寺
は
、
双
塔
式
伽
藍
の
代
表
例
と
し

て
著
名
だ
が
、
創
建
か
ら
唯
一
残
る
建
造
物
で
あ
る
東
塔
は
、
天
平
２
年

（
730
）
建
立
と
さ
れ
る
た
め
、
直
接
的
に
白
鳳
の
建
築
と
は
い
え
な
い
。

た
だ
し
東
塔
は
、
寺
院
伽
藍
の
造
営
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
あ
た
え
て

く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
心
礎
付
近
の
旧
地
形
が
最
も
高
く
、
こ
の
高
ま
り

を
掘
込
地
業
な
ど
に
利
用
し
つ
つ
基
壇
を
構
築
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
自

然
地
形
を
有
効
利
用
し
な
が
ら
伽
藍
配
置
を
決
定
し
た
と
み
ら
れ
、
条
坊

内
で
事
前
に
図
上
で
伽
藍
配
置
を
確
定
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
当
初
計
画

を
自
然
地
形
に
あ
わ
せ
て
適
宜
変
更
し
つ
つ
造
営
を
お
こ
な
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
つ
ま
り
、
伽
藍
を
配
置
す
る
に
あ
た
っ
て
は
地
形
的
環
境
を
重

視
し
、
図
上
で
機
械
的
に
割
り
付
け
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
古
代
寺
院

に
は
、
地
形
的
条
件
に
応
じ
て
堂
塔
を
配
置
す
る
柔
軟
さ
も
あ
わ
せ
も
っ

て
い
た
と
理
解
し
た
い
。

回
廊
を
も
た
な
い
寺
院　

金
堂
・
塔
・
講
堂
な
ど
の
主
要
堂
塔
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
石
田
茂
作
の
研
究
を
嚆
矢
と
し
て
、
先
学
の
研
究
成
果
が
数

多
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た（

（（
（

。
堂
塔
配
置
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
囲

繞
施
設
と
し
て
の
回
廊
の
有
無
に
つ
い
て
考
え
る
。
常
陸
国
那
賀
郡
衙
と
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し
て
著
名
な
台
渡
里
官
衙
遺
跡
に
所
在
す
る
台
渡
里
廃
寺
（
観
音
山
地

区
、
茨
城
県
水
戸
市
）
は
、
郡
衙
付
属
寺
院
の
例
と
し
て
知
ら
れ
る（

（（
（

。
観

音
山
地
区
の
寺
院
で
は
、
回
廊
が
な
く
、
部
分
的
に
性
格
不
明
と
さ
れ
る

区
画
溝
が
存
在
す
る
が
、
伽
藍
全
体
を
囲
繞
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。さ

て
、
回
廊
を
設
け
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
堂

塔
を
造
営
し
た
た
め
、
堂
塔
を
遮
蔽
す
る
回
廊
の
設
置
が
困
難
だ
っ
た
点

は
看
過
で
き
な
い
。
ま
た
回
廊
を
全
周
さ
せ
た
場
合
、
そ
の
用
材
や
瓦
の

総
量
が
堂
宇
１
棟
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
増
大
す
る
た
め
、
造
営
に

際
し
て
の
経
済
的
事
情
も
勘
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
加
え
て
法
会
を

催
行
す
る
場
所
や
規
模
な
ど
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
こ
う
し

た
寺
院
が
、
平
地
寺
院
あ
る
い
は
山
岳
寺
院
（
山
林
寺
院
、
山
寺
）
い
ず

れ
を
指
向
し
た
の
か
も
勘
案
す
べ
き
だ
ろ
う
。
如
上
の
事
由
が
ど
れ
ほ
ど

反
映
し
た
か
即
断
は
で
き
か
ね
る
が
、
少
な
く
と
も
台
渡
里
廃
寺
で
は
回

廊
を
設
け
る
こ
と
に
固
執
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

回
廊
を
壊
し
た
上
で
塔
を
建
立
し
た
例
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
天
台

寺
（
上
伊
田
廃
寺
と
も
、
福
岡
県
田
川
市
）
や
寺
浦
廃
寺
（
佐
賀
県
小
城

市
）
で
は
、
金
堂
院
の
回
廊
が
塔
と
重
複
関
係
に
あ
り
、
回
廊
を
撤
去
し

て
か
ら
塔
を
建
て
た（

（（
（

。
回
廊
を
設
け
た
例
で
あ
っ
て
も
、
塔
造
営
の
た
め

な
ら
撤
去
も
や
む
な
し
と
解
さ
れ
、
回
廊
が
副
次
的
な
施
設
と
観
念
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

上
淀
廃
寺
（
鳥
取
県
米
子
市
）
は
、
最
古
級
の
壁
画
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
や
、
当
該
地
域
に
お
け
る
仏
教
文
化
の
拠
点
と
し
て
著
名
な
寺
院
だ

が（
（（
（

、
伽
藍
の
西
側
に
は
大
き
な
段
差
が
あ
る
。
塔
の
東
側
に
は
築
地
ら
し

き
痕
跡
が
検
出
さ
れ
た
が
、
金
堂
の
西
側
ま
で
全
周
す
る
か
ど
う
か
は
疑

わ
し
い
。
栃
本
廃
寺
（
鳥
取
市
）
で
も
回
廊
は
認
め
ら
れ
ず
、
不
規
則
な

堂
塔
配
置
を
と
る
。

夏
見
廃
寺
で
は
、
第
一
次
造
営
に
お
い
て
金
堂
を
建
立
し
、
周
囲
を
掘

立
柱
塀
で
囲
繞
す
る
。
そ
の
後
の
第
二
次
造
営
で
は
、
金
堂
の
東
側
に

塔
、
西
南
側
に
講
堂
を
建
立
し
、
南
側
を
掘
立
柱
塀
、
ほ
か
の
３
面
を
築

地
塀
で
囲
繞
す
る（

（（
（

。
夏
見
廃
寺
は
、
地
形
的
な
制
約
で
講
堂
の
位
置
が
変

則
的
、
か
つ
回
廊
で
は
な
い
と
い
う
飛
鳥
の
寺
院
と
異
な
る
特
徴
も
あ
る

い
っ
ぽ
う
、
掘
立
柱
や
築
地
な
ど
の
遮
蔽
施
設
で
完
全
に
区
画
す
る
と
い

う
点
は
共
通
す
る
。
第
二
次
造
営
に
よ
っ
て
夏
見
廃
寺
は
、
宮
都
の
寺
院

に
似
た
本
格
的
な
寺
院
へ
と
変
貌
し
た
。

以
上
の
例
を
み
て
も
、
在
地
寺
院
に
お
け
る
回
廊
は
寺
院
造
営
の
必
須

条
件
で
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
先
述
し
た
掘
込
地
業
を
も
た
な
い
堂

塔
の
例
と
同
じ
く
、
格
式
と
い
う
視
座
を
付
与
す
る
と
、
回
廊
は
地
形
的

制
約
や
経
済
的
理
由
な
ど
を
超
克
し
て
も
な
お
造
営
す
べ
き
対
象
で
は
な

か
っ
た
と
い
え
る
。
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図４　白鳳寺院における伽藍配置の例
左上：夏見廃寺第１次伽藍、左中：夏見廃寺第２・３次伽藍、左下：山王廃寺、

右上：天台寺、右下：栃本廃寺
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寺
院
造
営
と
地
域
社
会　

夏
見
廃
寺
の
み
な
ら
ず
回
廊
や
塀
な
ど
に
よ
る

囲
繞
施
設
は
、
近
畿
地
方
や
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
寺
院
で
ほ
ぼ
例
外

な
く
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
さ
ら
に
離
れ
た
地
域
で
は
、
先
述
し
た
台
渡

里
廃
寺
な
ど
、
回
廊
は
お
ろ
か
明
確
な
囲
繞
施
設
す
ら
も
た
な
い
寺
院
が

存
在
す
る
。

今
泉
隆
雄
に
よ
る
と
、
当
該
時
期
の
陸
奥
国
で
は
、
名
生
館
官
衙
遺
跡

に
付
属
す
る
伏
見
廃
寺
（
宮
城
県
大
崎
市
）、
城
生
柵
に
付
属
す
る
菜
切

谷
廃
寺
（
加
美
町
）、
一
の
関
遺
跡
（
加
美
郡
色
麻
町
）
な
ど
複
数
の
官

衙
付
属
寺
院
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
例
も
堂
１
棟

の
み
で
あ
り
、
今
泉
は
塔
や
回
廊
を
そ
な
え
る
伽
藍
が
特
別
な
存
在
と
理

解
す
る（

（（
（

。
台
渡
里
廃
寺
と
お
な
じ
関
東
地
方
で
も
、
山
王
廃
寺
の
ご
と
く

本
格
的
寺
院
は
稀
少
で
あ
る
。
白
鳳
寺
院
の
造
営
は
、
造
営
技
術
の
み
な

ら
ず
伽
藍
配
置
も
多
彩
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
寺
院
造
営
に
対
す
る
意
識
は
地
域
社
会
ご
と
に

差
異
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
造
営
に
従
事
し
た
技
術
者
の
あ
り
よ
う
、
す

な
わ
ち
造
営
主
体
者
も
異
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
示
唆
さ
れ
る
。
主
要

堂
塔
を
完
備
す
る
本
格
的
寺
院
造
営
は
、
す
く
な
く
と
も
都
か
ら
技
術
者

を
派
遣
す
る
相
応
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
一
概
に
寺
院
造
営
と
い
っ

て
も
、
１
堂
程
度
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
れ
ば
在
地
社
会
あ
る
い
は
単
一

の
氏
族
に
よ
り
造
営
可
能
だ
ろ
う
。
他
方
、
本
格
的
寺
院
は
郡
単
位
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
広
域
の
政
治
的
あ
る
い
は
社
会
的
要
請
の
上
で
造
営

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
先
述
し
た
Ｂ
工
法
を
採
用
し
た
寺
院

の
特
徴
か
ら
み
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
国
造
の
支
配
領
域
な
ど
と
も

か
か
わ
る
問
題
だ
が
、
今
後
こ
う
し
た
特
別
な
寺
院
は
、
分
布
や
造
営
時

期
な
ど
を
精
査
し
、
ど
の
規
模
の
地
域
単
位
あ
る
い
は
氏
族
単
位
で
成
立

し
た
か
、
前
身
寺
院
の
有
無
も
念
頭
に
お
い
て
検
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

主
要
堂
塔
の
立
地
と
配
置　

以
上
、
数
例
を
概
観
し
た
だ
け
で
も
各
地
の

白
鳳
寺
院
、
す
な
わ
ち
７
世
紀
後
半
の
在
地
寺
院
は
、
そ
の
伽
藍
配
置
な

ど
が
飛
鳥
の
寺
院
と
異
な
る
例
が
多
い
。

こ
れ
ら
在
地
寺
院
の
伽
藍
配
置
が
飛
鳥
の
寺
院
と
異
な
る
理
由
と
し

て
、
ま
ず
考
慮
す
べ
き
は
地
形
的
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
理

由
と
も
相
関
す
る
が
、
可
耕
地
に
寺
院
を
造
営
し
な
い
以
上
、
平
坦
地
で

は
な
く
斜
面
地
な
ど
に
寺
院
を
造
営
せ
ざ
る
を
え
な
い（

（（
（

。
傾
斜
地
で
は
地

形
的
な
制
約
を
う
け
る
た
め
、
堂
塔
の
配
置
が
不
規
則
と
な
る
。
そ
れ
を

解
消
す
べ
く
大
規
模
な
切
土
・
整
地
を
お
こ
な
う
例
が
存
在
す
る
が
、
こ

う
し
た
例
は
い
わ
ゆ
る
平
地
寺
院
を
指
向
し
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。次

の
理
由
と
し
て
、
可
耕
地
を
侵
食
し
な
い
寺
院
造
営
を
指
向
し
た
点

が
あ
る
。
在
地
の
有
力
者
が
評
家
の
近
く
に
設
置
し
た
寺
院
で
あ
る
以

上
、
寺
院
造
営
に
際
し
て
地
域
社
会
の
財
政
的
な
基
盤
た
る
可
耕
地
を
減
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殺
す
る
よ
う
な
環
境
に
建
立
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

に
は
山
林
寺
院
と
し
て
の
指
向
性
も
働
い
た
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
小
規
模
寺
院
か
ら
発
展
し
た
こ
と
で
、
伽
藍
配
置
が
不
規
則

に
な
る
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
に
な
り
う
る
。
当
初
計
画
で
は
１
、
２
棟

の
堂
宇
を
築
く
だ
け
で
あ
っ
た
寺
院
に
、
堂
塔
を
追
加
す
る
場
合
、
用
地

が
十
分
確
保
で
き
な
い
場
合
も
想
像
が
つ
く
。
実
際
、
回
廊
を
壊
し
て
塔

を
建
て
た
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。

以
上
、
白
鳳
寺
院
の
多
く
は
、
広
い
平
坦
地
に
伽
藍
を
構
え
る
飛
鳥
や

周
辺
地
域
の
寺
院
と
は
異
な
り
、
地
形
的
な
制
約
が
と
も
な
う
場
所
に
造

営
す
る
、
ま
た
は
当
初
の
伽
藍
を
大
規
模
に
改
変
す
る
な
ど
の
諸
事
情
に

よ
り
、
特
異
な
堂
塔
の
配
置
を
と
る
、
あ
る
い
は
回
廊
や
塀
な
ど
を
も
た

な
い
な
ど
の
変
則
的
な
伽
藍
配
置
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
解
し
た
。

こ
れ
は
、
白
鳳
と
い
う
時
代
の
多
様
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
変
則
的
な

伽
藍
配
置
で
も
寺
院
を
造
営
し
た
背
景
と
し
て
は
、
前
章
ま
で
の
考
察
に

も
と
づ
き
、
寺
院
が
有
す
る
公
共
性（

（（
（

を
重
視
し
て
造
営
を
奨
励
す
る
、
い

わ
ば
政
策
的
な
側
面
が
強
か
っ
た
こ
と
が
主
因
と
考
え
る
。

５
．
結　

語

本
稿
に
お
け
る
結
論
は
、
以
下
の
５
点
に
集
約
で
き
る
。

①
多
様
化
と
い
う
白
鳳
の
時
代
的
な
潮
流
は
、
寺
院
造
営
に
も
影
響
を
あ

た
え
、
そ
の
一
例
と
し
て
新
羅
由
来
の
土
木
技
術
、
筆
者
の
説
く
Ａ
Ｂ
工

法
で
造
営
さ
れ
た
寺
院
が
列
島
各
地
に
散
見
さ
れ
る
。

②
加
え
て
、
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
土
木
技
術
、
こ
こ
で
い
う
Ｂ
工

法
の
工
程
を
簡
素
化
し
た
Ｂ́
工
法
が
出
現
す
る
。
こ
の
Ｂ́
工
法
が
、
列
島

各
地
に
寺
院
を
造
営
す
る
際
に
多
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
該
寺
院
に
は
回

廊
が
な
い
な
ど
、
本
格
的
な
伽
藍
配
置
と
の
違
い
が
明
白
な
例
が
多
い
。

③
以
上
、
基
壇
構
築
に
Ａ
Ｂ
工
法
・
Ｂ́
工
法
と
い
う
あ
ら
た
な
２
つ
の
土

木
技
術
が
出
現
し
展
開
す
る
、
こ
れ
が
白
鳳
と
い
う
時
代
で
あ
り
、
当
該

時
期
に
爆
発
的
に
増
加
し
た
寺
院
の
造
営
に
は
、
複
数
か
ら
な
る
技
術
系

統
が
介
在
し
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
多
様
化
か
つ
簡
略
化
し
た
土
木
技

術
が
編
み
出
さ
れ
た
と
い
う
技
術
的
背
景
が
あ
っ
て
、
寺
院
造
営
の
増
大

に
対
応
可
能
と
な
っ
た
。
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
技
術
が
各
地
へ
波
及
し

た
の
は
、
都
か
ら
技
術
者
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
た
。

④
い
っ
ぽ
う
、
Ｂ
工
法
に
目
を
転
じ
る
と
、
採
用
例
は
飛
鳥
地
域
を
中
心

と
し
て
、
七
堂
伽
藍
の
ご
と
く
多
数
の
堂
塔
を
そ
な
え
た
本
格
的
寺
院
に

限
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
格
的
寺
院
造
営
専
用
の
技
術
と
し
て

Ｂ
工
法
を
位
置
づ
け
、
各
地
に
お
け
る
当
該
寺
院
は
、
造
営
に
王
権
が
密

接
に
か
か
わ
っ
た
と
理
解
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
工
法
も
Ｂ
工
法
に
準
ず
る

位
置
づ
け
と
把
握
し
た
。
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⑤
以
上
、
本
稿
で
は
多
様
化
し
た
技
術
を
基
盤
と
し
た
重
層
的
な
寺
院
造

営
が
全
国
各
地
で
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
の
点
は
、
あ
わ
せ
て
検
討
し

た
堂
塔
や
回
廊
な
ど
の
伽
藍
に
お
け
る
建
物
構
成
の
違
い
か
ら
も
明
白
で

あ
る
。
美
術
史
で
は
白
鳳
仏
の
特
徴
な
ど
か
ら
多
様
性
と
い
う
特
質
を
抽

出
し
た
が
、
考
古
学
的
に
寺
院
造
営
技
術
を
検
討
し
、
同
様
な
結
論
を
得

た
こ
と
か
ら
、
白
鳳
と
い
う
呼
称
に
有
効
性
を
認
め
た
。

ま
だ
な
お
課
題
も
残
る
。
よ
り
重
層
的
な
議
論
へ
と
昇
華
さ
せ
る
た

め
、
ま
ず
瓦
な
ど
の
窯
業
生
産
体
制
と
本
稿
で
検
討
し
た
寺
院
造
営
技
術

と
の
相
関
性
に
つ
い
て
検
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
例
と
し
て
、
在
地
産

で
占
め
ら
れ
る
と
い
う
山
王
廃
寺
の
瓦
の
生
産
体
制
が
、
本
稿
で
説
い
た

土
木
技
術
な
ど
他
の
技
術
の
様
相
も
ふ
く
め
、
寺
院
造
営
体
制
の
な
か
で

い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
考
察
が
必
要
だ
ろ
う
。
瓦
で
い
え
ば
、
そ
の

生
産
が
協
業
的
な
氏
族
的
生
産
か
ら
専
属
窯
に
よ
る
官
寺
的
生
産
へ
と
変

容
し
て
い
く
の
も
白
鳳
で
あ
る（

（（
（

。
律
令
制
の
成
立
に
は
、
制
度
面
の
要
求

の
み
な
ら
ず
仏
教
な
ど
の
思
想
面
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
支
え
る
各
種
技
術

な
ど
、
多
角
的
な
検
討
が
希
求
さ
れ
る
。

本
稿
は
、
平
成
28
年
度
國
學
院
大
學
特
別
推
進
研
究
助
成
金
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
１
）	

内
藤
栄
「
総
論 

白
鳳
の
美
術
」『
白
鳳
―
花
ひ
ら
く
仏
教
美
術
―
』、
奈
良
国
立

博
物
館
、
２
０
１
５
年
。

（
２
）	

前
掲
註
１　

内
藤
２
０
１
５
年
、
16
頁
。

（
３
）	

西
弘
海
「
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
」『
考
古
学
論
考
』
小
林
行
雄
先
生
古

稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
１
９
８
２
年
（
脱
稿
１
９
７
４
年
）。
小
田
裕
樹
「
食

器
構
成
か
ら
み
た
『
律
令
的
土
器
様
式
』
の
成
立
」『
文
化
財
論
叢
Ⅳ
』
奈
良
文

化
財
研
究
所
学
報
第
92
冊
、
２
０
１
２
年
、
な
ど
。

（
４
）	

三
舟
隆
之
「
神
郡
の
成
立
と
古
代
寺
院
」『
日
本
古
代
の
王
権
と
地
方
』、
大
和
書

房
、
２
０
１
５
年
。

（
５
）	

岡
本
東
三
『
東
国
の
古
代
寺
院
と
瓦
』、
吉
川
弘
文
館
、
１
９
９
６
年
。
岡
本
東

三
『
古
代
寺
院
の
成
立
と
展
開
』
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
17
、
山
川
出
版
社
、
２
０

０
２
年
。
山
中
敏
史
「
地
方
官
衙
と
周
辺
寺
院
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
氏
寺
論
の
再

検
討
―
」『
地
方
官
衙
と
寺
院
―
郡
衙
周
辺
寺
院
を
中
心
と
し
て
―
』
奈
良
文
化

財
研
究
所
、
２
０
０
５
年
、
な
ど
。

（
６
）	

森
郁
夫
『
古
代
寺
院
造
営
の
諸
問
題
』、
雄
山
閣
、
２
０
０
９
年
、
228
頁
。

（
７
）	

山
中
敏
史
『
古
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
』、
塙
書
房
、
１
９
９
４
年
、
343
頁
。

（
８
）	

青
木
敬
「
中
央
官
衙
」『
古
代
官
衙
』
考
古
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
11
、
ニ
ュ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
社
、
２
０
１
４
年
。

（
９
）	

こ
の
ほ
か
、
版
築
に
つ
い
て
の
用
語
整
理
や
材
料
面
・
技
術
面
の
特
徴
な
ど
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
別
稿
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
青
木
敬
「
版

築
と
礫
」『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
２
０
１
４
』、
２
０
１
４
年
。
青
木
敬
「
土

を
盛
る
技
術
―
版
築
を
読
み
解
く
―
」『
は
ぎ
と
り
・
き
り
と
り
・
か
た
ど
り
―

大
地
に
き
ざ
ま
れ
た
記
憶
―
』
飛
鳥
資
料
館
図
録
第
61
冊
、
２
０
１
４
年
。

（
10
）	

林
巳
奈
夫
（
編
）『
漢
代
の
文
物
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
１
９
７
６
年
。

（
11
）	
青
木
敬
「
掘
込
地
業
と
版
築
か
ら
み
た
古
代
土
木
技
術
の
展
開
」『
文
化
財
論
叢

Ⅳ
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報
第
92
冊
、
２
０
１
２
年
。
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（
12
）	

な
お
、
各
寺
院
の
発
掘
調
査
報
告
書
な
ど
は
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

（
13
）	

石
田
茂
作
「
美
濃
弥
勒
寺
の
発
掘
」『
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
』
36
～
38
、
１
９
５
４
年
。

な
お
、
平
成
28
年
度
に
遺
跡
整
備
事
業
に
と
も
な
う
弥
勒
寺
金
堂
・
塔
の
発
掘
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
最
新
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。

（
14
）	

青
木
敬
「
国
分
寺
造
塔
と
土
木
技
術
」『
土
壁
』
第
12
号
、
考
古
学
を
楽
し
む
会
、

２
０
１
２
年
。

（
15
）	

前
掲
註
７　

青
木
２
０
１
４
年
、
157 
― 
158
頁
。

（
16
）	

森
公
章
『「
白
村
江
」
以
後
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
132
、
１
９
９
８
年
、
な
ど
。

（
17
）	

な
お
、
新
羅
に
お
け
る
双
塔
式
伽
藍
配
置
は
、「
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
」
の
教

説
を
背
景
と
し
て
、
成
立
・
発
展
を
と
げ
た
と
い
う
上
原
真
人
の
指
摘
が
あ
る
。

た
だ
し
、
覩
貨
邏
国
出
身
の
訳
経
僧
で
あ
る
弥
陀
山
（
寂
友
）
が
当
該
経
典
を
漢

訳
し
た
７
世
紀
末
と
、
679
年
と
さ
れ
る
双
塔
式
伽
藍
初
期
の
代
表
例
で
あ
る
慶
州

四
天
王
寺
の
創
建
年
代
が
前
後
す
る
点
は
、
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
上
原
真
人
「
双
塔
伽
藍
の
伝
来
と
展
開
」『
瓦
・
木
器
・
寺
院
―
こ
こ
ま
で

の
研
究 

こ
れ
か
ら
の
考
古
学
―
』、
す
い
れ
ん
舎
、
２
０
１
５
年
。

（
18
）	

前
橋
市
教
育
委
員
会
『
山
王
廃
寺
跡
～
平
成
19
年
度
調
査
報
告
～
』
山
王
廃
寺
範

囲
内
容
確
認
調
査
報
告
書
Ⅱ
、
２
０
０
９
年
、
な
ど
。

（
19
）	

青
木
敬
「
環
状
形
土
器
の
変
遷
と
特
質
」『
奈
良
山
発
掘
調
査
報
告
Ⅱ
』
奈
良
文

化
財
研
究
所
学
報
第
93
冊
、
２
０
１
４
年
。

（
20
）	

奈
良
文
化
財
研
究
所
・
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
（
編
）『
薬
師
寺
東
塔
基

壇
―
国
宝
薬
師
寺
東
塔
保
存
修
理
事
業
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
概
報
―
』
薬
師

寺
、
２
０
１
６
年
。

（
21
）	

石
田
茂
作
『
仏
教
考
古
学
論
攷
４
』
佛
塔
編
、
思
文
閣
、
１
９
７
７
年
。

（
22
）	

水
戸
市
教
育
委
員
会
『
古
代
常
陸
の
原
像 

那
賀
郡
の
成
立
と
台
渡
里
官
衙
遺
跡

群 

記
録
集
』、
２
０
１
２
年
、
な
ど
。

（
23
）	

田
川
市
教
育
委
員
会
『
天
台
寺
跡
』、
１
９
９
０
年
。

（
24
）	

淀
江
町
教
育
委
員
会
『
上
淀
廃
寺
跡
』
淀
江
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
35

集
、
１
９
９
５
年
。

（
25
）	

名
張
市
教
育
委
員
会
『
夏
見
廃
寺
跡
』、
１
９
８
１
年
。

（
26
）	

今
泉
隆
雄
『
古
代
国
家
の
東
北
辺
境
支
配
』
日
本
史
学
研
究
叢
書
、
吉
川
弘
文

館
、
２
０
１
５
年
、
340
頁
。

（
27
）	

丘
陵
上
や
山
腹
な
ど
に
立
地
す
る
寺
院
の
出
現
は
、
換
言
す
れ
ば
「
都
市
寺
院
」

に
対
し
て
の
「
山
地
伽
藍
」
の
出
現
で
も
あ
る
。
森
下
惠
介
「『
都
』
の
寺
と

『
山
』
の
寺
」『
日
本
古
代
の
み
や
こ
を
探
る
』、
勉
誠
出
版
、
２
０
１
５
年
。

（
28
）	

上
原
真
人
「
都
城
の
寺
院
」『
季
刊
考
古
学
』
第
22
号
、
雄
山
閣
出
版
、
１
９
８

８
年
。

（
29
）	

花
谷
浩
「
寺
の
瓦
作
り
と
宮
の
瓦
作
り
」『
考
古
学
研
究
』
第
40
巻
第
２
号
、
１

９
９
３
年
。

図
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図
１
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作
成
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図
２
：
筆
者
作
成
。

図
３
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２
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１
４
よ
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図
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上
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：
名
張
市
教
育
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会
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寺
跡
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１
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８
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年
よ
り
転
載
。

図
４
右
上
：
田
川
市
教
育
委
員
会
『
天
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寺
跡
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１
９
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年
よ
り
転
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。

図
４
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下
：
鳥
取
市
教
育
委
員
会
『
史
跡
栃
本
廃
寺
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発
掘
調
査
報
告
書
』、
２
０
０
８

年
よ
り
転
載
。

図
４
左
下
：
前
橋
市
教
育
委
員
会
『
山
王
廃
寺
～
平
成
21
年
度
調
査
報
告
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』、
２
０
１

１
年
よ
り
転
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、
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一
部
改
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成
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